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連合新潟ホームページアドレス 

▲

 http://www.jtuc-rengo.jp/niigata/　「齋藤会長＠ブログ」発信中！

12月の主な活動
	 6日	第1回女性委員会

	 8日	第1回労働条件委員会

	 9日	第2回四役会議

	10〜11日
	 	労働相談ダイヤル
	 一斉キャンペーン

	12日	土曜相談会

	16日	第2回執行委員会

	17日	第1回政策委員会

A ：�労災保険は、雇用形態の如何を問わずにすべての労働者に適用される。本人が
労基署に申請できる。

　労災保険は、原則として全産業・全事業者が強制加入であり、
雇用形態に関係なく、雇用される労働者全員が適用対象となる。
（労災保険法第３条）業務上又は通勤途上で労働者が負傷した
場合、疾病にかかった場合等について、被災労働者又はその遺
族に対し所定の保険給付を行う制度である。
　最近多くなっている精神疾患に関する労災認定基準　うつ病

などの場合については、「心理的負荷による精神障害等に係る業務上外の判断指針」（基
発第544号）に基づいて
１）異常な出来事があった。
２）短期の過重業務があった。
３）長期間の過重業務があった。などが判断材料となる。
　また、2011年12月に労災認定基準が改定された。その主なポイントは、
①心理的負荷評価表（ストレスの強度の評価表）を定めた。
②いじめやセクシャルハラスメントのように出来事が繰り返されるものについては、
その開始時からのすべての行為を対象として心理的負荷を評価することにした。
③精神科医の合議による判定を、判断が難しい事案のみに限定した。
などの点である。

Ｑ：仕事で負傷したが、
パートは労災保険扱

いしないと言われて、

申請してくれない

　

一
一
月
一
一
日
、
新
潟
大
学

に
て
、
新
潟
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
・
西
條
准
教
授
に
よ
る

「
働
く
ル
ー
ル
を
学
ぶ
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
講
義
の
な
か
で
、

一
年
生
一
八
〇
人
を
対
象
に
ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
講
演

し
ま
し
た
。

　

大
学
一
年
生
が
対
象
と
い
う

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
で
働
く
上
で
身
近
な
ル

ー
ル
を
中
心
に
講
義
を
行
い
ま

し
た
。

　

講
義
終
了
後
の
レ
ポ
ー
ト
で

は
、「
実
社
会
で
働
く
ル
ー
ル
、

ま
た
、
就
職
と
い
う
重
要
な
契

　

一
一
月
一
三
日
～
一
五
日
に

か
け
て
、「
連
合
ユ
ー
ス
ラ
リ

ー
」
が
滋
賀
県
で
開
か
れ
、
連

　

一
一
月
二
日
～
三
日
、
新
潟

県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
現
地
視
察
研
集
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

一
日
目
は
、
山
形
県
の
飯
豊

な
が
め
や
ま
牧
場
と
奥
羽
乳
業

を
視
察
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
天
気
で
、
放
牧
の
様
子
は
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
牛
は
東
京
ド
ー
ム
三
八
個

分
の
広
大
な
牧
場
で
飼
育
さ
れ

か
い
に
あ
る
鶏
舎
を
訪
れ
ま
し

た
が
、
に
お
い
が
全
く
せ
ず
、

ハ
エ
な
ど
も
い
な
い
、
言
わ
れ

な
け
れ
ば
鶏
舎
が
あ
る
と
気
付

か
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
循
環
型

農
業
に
つ
い
て
学
び
、
食
の
安

心
・
安
全
に
つ
い
て
考
え
る
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
学
ぶ

次
代
の
労
働
運
動
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
を
め
ざ
し
て
！

長
時
間
労
働
削
減
を
は
じ
め
と
す
る

「
働
き
方
改
革
」の
要
請
を
受
け
る

新春労働団体・友誼団体
「名刺交換会」
日時　2016年１月５日（火）

午後３時30分より

場所　ＡＮＡクラウンプラザ
ホテル新潟

会費　１人　7,000円

約
行
為
に
基
づ
き
、
働
く
意
義

に
つ
い
て
も
深
く
考
え
さ
せ
ら

れ
た
」、「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
講

義
内
容
を
広
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」「
安
心
し
て
働

く
た
め
の
知
識
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　

連
合
は
、
大
学
・
高
校
・
専

門
学
校
に
お
け
る「
労
働
教
育
」

講
座
に
つ
い
て
、
地
方
に
お
け

る
取
り
組
み
の
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
も
今
後
、
関
係
各

所
と
連
携
を
取
り
合
い
な
が
ら
、

労
働
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

合
新
潟
か
ら
は
青
年
委
員
会
の

二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

連
合
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
は
五
年

ご
と
に
開
か
れ
て
お
り
、
次
代

の
労
働
運
動
を
担
う
青
年
組
合

員
が
、
労
働
組
合
・
連
合
の
意

義
に
つ
い
て
改
め
て
学
び
、
必

要
性
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、

連
合
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
の
企
画
・

運
営
・
参
加
を
通
じ
て
、
人
材

発
掘
、
青
年
組
合
員
の
教
育
・

育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
の
一
日
目
は
、
記
念
講

演
や
各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
二
日
目

は
、
分
科
会
に
分
か
れ
て
各
種

テ
ー
マ
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
屋

外
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
前
日
行
っ
た
分

科
会
の
報
告
、
ま
と
め
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
連
合
に

つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ
た
。
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
の
青

年
が
集
ま
り
意
見
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
、
人
脈
の
大
切
を
感

じ
た
。」
な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　

一
一
月
一
七
日
、
新
潟
労
働

局
よ
り
「
長
時
間
労
働
を
は
じ

め
と
す
る
『
働
き
方
改
革
』
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
は
、
厚
生
労
働
大

臣
が
連
合
に
対
し
て
要
請
を
行

い
、
地
方
に
お
い
て
も
各
地
方

連
合
会
に
要
請
を
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

新
潟
県
の
労
働
者
は
、
全
国

と
比
較
し
て
有
給
休
暇
取
得
率

が
低
い
状
況
に
あ
り
、
新
潟
労

働
局
で
詳
細
な
調
査
を
し
た
結

果
、「
年
次
有
給
休
暇
の
取
得

率
が
高
い
」「
過
重
労
働
者
員

が
少
な
い
」
と
い
っ
た
事
業
場

は
、
平
均
勤
続
年
数
が
長
い
傾

向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
勤
務
環

境
の
改
善
が
労
働
者
の
定
着
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

次
の
二
点
に
つ
い
て
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
過
労

死
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
た
め
に

「
過
重
労
働
の
健
康
障
害
防
止

対
策
」
に
取
り
組
む
こ
と
、
二

つ
目
は
、「
働
き
方
・
休
み
方

改
善
指
標
」
に
基
づ
き
、
企
業

で
の
年
次
有
給
休
暇
や
過
重
労

働
の
実
態
を
把
握
し
、
改
善
を

図
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　

労
働
局
は
こ
の
要
請
を
、
労

働
団
体
の
ほ
か
、
経
営
者
団
体

へ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

新潟県・食と環境ネットワーク

現地視察

て
お
り
、「
牛

は
外
に
出
た
い

時
に
出
て
、（
牛

舎
に
）
戻
っ
て

き
た
い
と
き
に

戻
っ
て
く
る
、

ス
ト
レ
ス
が
な

い
よ
う
自
由
に

飼
育
し
て
い

る
」
な
ど
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ

ェ
ア
（
快
適
性

に
配
慮
し
た
家

畜
の
飼
養
管

理
）
に
つ
い
て

の
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
、
米
沢
郷
牧
場
を

訪
れ
、
バ
ク
テ
リ
ア
ミ
ネ
ラ
ル

生
物
活
性
水
の
技
術
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
こ
の
活
性
水
を

畜
舎
に
噴
霧
し
た
り
飲
水
に
添

加
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
悪
臭

を
抑
え
、
増
体
率
、
産
卵
率
を

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
道
の
駅
の
向

　

一
一
月
五
日
の
第
二

五
回
定
期
大
会
で
副
事

務
局
長
に
選
出
さ
れ
、

承
認
を
い
た
だ
き
ま
し

た
貝
瀬
で
す
。
こ
れ
ま

で
政
府
に
よ
る
様
々
な
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

状
に
お
け
る
、
我
々
労
働
者
の
道
は
ま
だ
ま
だ
「
イ
バ
ラ
」

の
道
で
す
。
し
か
し
、
我
々
が
一
致
団
結
し
こ
の
困
難
を
乗

り
越
え
た
先
に
は
必
ず
「
バ
ラ
」
と
い
う
希
望
が
あ
る
も
の

と
信
じ
て
い
ま
す
。
働
く
全
て
の
人
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、
連
合
に
終
結
し
た
大
勢
の

仲
間
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

元
新
潟
市
議
会
議
員

の
細
野
で
す
。
こ
の
度

は
、
ご
縁
が
あ
り
ま
し

て
連
合
新
潟
に
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
生
活
に
直
結

し
て
い
る
労
働
環
境
の
改
善
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
等
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
日
々
の
業

務
を
通
じ
て
、
労
働
や
雇
用
に
関
す
る
様
々
な
勉
強
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
少
し
で
も
す
べ
て
の
働
く
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新専従役職員紹介

連合新潟
副事務局長
貝瀬  淳一
（自治労）

連合新潟
サポートスタッフ

細野  弘康

第298号� 2015.12.15
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新潟なら、
ラーメンでしょう！

冬と言えば…
おでん！

辛くて温まる、
キムチ鍋！

講師に招いた小林美希氏

意見交換会に参加の皆さん

にいがた女
ひと
と男
ひと
フェスティバル2015の様子

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2015年12月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第298号

今
年
の
出
来
事
！ 

一
〇
月
、
長
年
の

夢
が
叶
い
、
広
島
の
同
級
生
に
会
い

に
行
っ
た
。
天
気
は
最
高
！
干
潮
の

厳
島
神
社
で
娘
の
よ
う
に
は
し
ゃ
ぎ

な
が
ら
大
鳥
居
ま
で
辿
り
着
い
た
。

写
真
を
撮
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
事

に
な
り
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
イ
ケ
メ

ン
狙
っ
て
、「
す
み
ま
せ
ー
ん
お
願

い
し
ま
す
」（
私
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
お
ば
ち
ゃ

ん
神
経
図
太
い
。
帰
り
は
、
改
札
口
で
「
あ
り

が
と
ね
、
元
気
で
ね
」
の
繰
り
返
し
（
涙
）
お

ば
ち
ゃ
ん
涙
も
ろ
い
。
一
一
月
、
何
年
来
の
憧

れ
の
彼
に
会
え
た
！
今
年
還
暦
の
彼
の
た
め
に

ユ
ニ
○
ロ
で
赤
い
セ
ー
タ
ー
を
新
調
し
て
、
一
〇

年
ぶ
り
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
を
パ
チ
リ
。
思

い
出
す
た
び
に
ド
キ
ド
キ
が
止
ま
ら
な
い
…
。

大
切
な
宝
物
が
ま
た
ひ
と
つ
増
え
た
。
と

い
う
こ
と
で
今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
し
ま
う
。

11月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：11月のアンケートは、「少しずつ寒さが増し
ている今日このごろ。冬の足音も近付いていますね。
さて、体が温まる食べ物と言えば・・・？」でした。
　我らが新潟を代表するテッパングルメでもある
「ラーメン」と日本の冬の風物詩代表とも言える「お
でん」が同数トップ。激辛代表の「キムチ鍋」は、
残念な結果でした。しかし、結果を見ると食であれ、
何であれ、やっぱり「王道」は強い!! と感じますね。
　今年の冬将軍の足音はすぐそこです。皆さん、し
っかり栄養取って体調管理に気をつけましょう。
　12～１月のＨＰアンケートは、年賀状に関する話
題です。投票をお待ちしています。

　私たち女性委員会は幅広い年代層で構成されております。2016年
度の女性委員会役員は８人の新体制でスタートしました。
　いろいろな職種の委員が集まり、いつも話し合いの際には職場にお
いての悩みや労働環境についてなど、問題を共有しております。年間
を通して活動しており、とても和気あいあいと楽しみながら参加して
おります。
　昨年大きな活動は総会
からはじまり、女性労働
問題懇談会・連合国際女
性デー・青年委員会との
合同研修会・女性集会・
にいがた女と男フェステ
ィバル・構成組織地協代
表者会議・平和行動など
多岐にわたります。
　前年度は「女性参画をすすめよう！」という年間テーマを掲げ、男
女がともに輝く社会の実現にむけて学習し、話し合い、気づいたこと
を伝えて行動してきました。
　今年度も健康でいきいきと働き続けることができる職場、男女平等
社会の実現をめざして活動していきたいと思っております！

� 女性委員長　池田こずえ

15連合新潟
女性委員会

土曜相談会 １月は９日に開催

２
０
１
５
交
流
研
修
会
を
開
催

第
一
四
回
定
期
総
会

春
季
研
修
会
を
開
催

金
属
部
門
連
絡
会
／
Ｊ
Ｃ
Ｍ
新
潟
県
連
絡
会

医
療
部
門
連
絡
会

　

一
一
月
一
四
日
、
長
岡
市
高

齢
者
セ
ン
タ
ー
け
さ
じ
ろ
で

「
連
合
新
潟
医
療
部
門
連
絡
会

２
０
１
５
交
流
研
修
会
」
を
開

き
、
四
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
第
一
部
で
は
、「
医

療
現
場
の
働
き
方
の
実
態
～
ナ

ー
ス
の
働
き
方
と
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
～
」
と
題
し
て
、

小
林 

美
希
氏
（
労
働
経
済
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
よ
り
講
演
を

受
け
ま
し
た
。
病
院
で
の
長
時

間
労
働
、
人
員
不
足
、
過
酷
な

労
働
環
境
、
医
療
従
事
者
全
体

　

連
合
新
潟
金
属
部
門
連
絡
会

／
Ｊ
Ｃ
Ｍ
新
潟
県
連
絡
会
は
、

一
一
月
一
四
日
、
新
潟
市
・
新

潟
第
一
ホ
テ
ル
に
て
、
第
一
四

回
定
期
総
会
／
春
季
研
修
会
を

開
き
ま
し
た
。
小
野
塚
代
表
幹

事
会
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
）
は
、
金

属
部
門
の
課
題
や
二
〇
一
六
春

加
者
か
ら
は
「
他
の
職
場
の
は

な
し
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」、

「
同
じ
よ
う
な
境
遇
に
置
か
れ

て
い
る
こ
と
が
改
め
て
わ
か
り

ま
し
た
」
な
ど
の
声
が
き
か
れ

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
る
医
療
・
介
護
業
界
に
つ

い
て
学
び
、
考
え
、
行
動
す
る

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第1回女性委員会

民主党との
意見交換会
を開催

　

一
二
月
六
日
、
連
合
新
潟
・

第
一
回
女
性
委
員
会
を
開
き
ま

し
た
。
新
体
制
で
臨
む
最
初
の

委
員
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
や
具
体

的
な
活
動
計
画
の
議
論
が
中
心

と
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
池
田
委
員
長
は

「
自
分
が
何
の
た
め
に
労
働
組

合
に
入
っ
た
の
か
。
そ
の
思
い

を
周
囲
に
伝
え
る
こ
と
で
仲
間

を
増
や
し
、
共
に
力
を
合
わ
せ

て
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
旧
の
女
性
委
員

と
民
主
党
新
潟
県
連
・
男
女
共

同
参
画
委
員
会
と
の
意
見
交
換

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
民
主
党

か
ら
は
、
佐
々
木
志
津
子
委
員

長
（
見
附
市
議
）
以
下
四
人
の

県
議
会
議
員
・
市
議
会
議
員
が

出
席
し
ま
し
た
。
今
回
が
初
の

の
疲
弊
、
横
行
す
る
マ
タ
ハ
ラ

な
ど
現
場
取
材
で
得
た
生
の
声

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
部
で

は
、
今
年
は
じ
め
て
職
種
別
分

科
会
を
開
き
ま
し
た
。
医
療
職

種
分
科
会
の
座
長
は
小
千
谷
総

合
病
院
従
組
・
齋
藤
孝
久
委
員

長
に
、
介
護
業
種
分
科
会
の
座

長
に
は
恵
松
会
職
員
労
組
・
相

田
拓
也
委
員
長
に
務
め
て
も
ら

い
、
講
演
後
の
意
見
交
換
や
各

職
場
で
の
現
状
等
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
科
会
で
活
発
な
意
見
が
交

換
さ
れ
ま
し
た
。
分
科
会
の
参

季
生
活
闘
争
、
労
働
法
制
の
改

悪
の
動
向
、
来
夏
予
定
の
参
議

院
選
挙
に
つ
い
て
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
二
〇
一
五
年
度

の
活
動
経
過
・
決
算
に
つ
い
て

確
認
し
、
二
〇
一
六
年
度
の
活

動
方
針
、
予
算
、
二
〇
一
六
～

一
七
年
度
の
役
員
体
制
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
の
研
修
会
で

は
、
川
上
弁
護
士
を
招
き

「
現
在
の
労
働
法
の
改
正

問
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

今
年
の
国
会
で
改
正
さ
れ

た
労
働
者
派
遣
法
を
は
じ

め
、
今
後
の
国
会
で
論
議

さ
れ
る
労
働
時
間
の
規
制

緩
和
、
解
雇
の
金
銭
解
決

制
度
な
ど
労
働
法
制
改
定

の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

試
み
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

女
性
委
員
か
ら
は
「
特
定
で
は

な
く
、
全
て
の
女
性
が
活
躍
で

き
る
社
会
の
構
築
を
！
」
な
ど
、

終
始
、
様
々
な
意
見
や
要
望
な

ど
が
飛
び
交
い
、
両
団
体
に
と

っ
て
有
意
義
な
情
報
共
有
・
意

見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
四
月
に
は
、
女
性
活
躍

推
進
法
も
施
行
さ
れ
る
こ
と
で

更
な
る
推
進
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
も
、
女
性
委
員
会
は
連

合
が
策
定
し
た
「
第
四
次
男
女

平
等
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

活
動
し
て
い
き
ま
す
。


